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消
火
栓
や
防
火
水
槽
付
近
で
の

違
法
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

国民年金の加入手続きは
お忘れなく!!

［問合先］
　岐阜南社会保険事務所
　�273・6161

　６０歳未満で会社などを退職される（厚生年金などをやめられるとき）
かたは、１４日以内に役場の住民課保険年金係の窓口で、国民年金の加入
手続きをして、国民年金保険料を納めていただくことになります。
　なお、あなたに扶養されている配偶者（第３号被保険者）がいる場合
は、同様の手続きのうえ保険料を納めることになります。

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど
の

「
消
防
水
利
」
は
、
私
た
ち
消
防
隊

に
と
っ
て
命
と
も
言
う
べ
き
大
切

な
水
源
で
す
。
消
防
署
で
は
、
定

期
的
に
消
火
栓
な
ど
を
調
査
し
て
、

水
源
の
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
こ
の
消
火
栓
付

近
に
駐
車
す
る
車
が
非
常
に
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は

消
防
自
動
車
が
水
利
か
ら
水
を
取

る
こ
と
が
出
来
ず
、
放
水
出
来
な

か
っ
た
り
、
火
災
現
場
へ
の
到
着

が
遅
れ
て
火
災
が
延
焼
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
尊
い
人
命
や
貴
重
な

財
産
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た

め
道
路
交
通
法
で
は
次
の
場
所
で

の
駐
車
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

・
消
火
栓
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内

の
部
分

・
防
火
水
槽
の
側
端
ま
た
は
こ
れ

の
道
路
に
接
す
る
出
入
り
口
か

ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分

・
指
定
消
防
水
利
の
標
識
か
ら
５

メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分
（
指
定

水
利
に
は
、
プ
ー
ル
、
池
、
井

戸
、
河
川
な
ど
が
あ
り
ま
す
）

・
そ
の
他
、
駐
車
車
両
の
右
側
の

道
路
上
に
３
・
５
メ
ー
ト
ル
以

上
の
余
地
の
な
い
狭
い
道
路

　

火
災
時
に
被
害
を
最
小
限
に
留

め
る
こ
と
が
出
来
る
か
否
か
は
、

早
い
現
場
到
着
と
消
防
水
利
の
確

保
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
は
他
人
事
で
は
な
く
、
い

つ
あ
な
た
に
襲

い
か
か
っ
て
く

る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。

　

消
火
活
動
に

支
障
と
な
る
違

法
な
駐
車
は
絶

対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

厚 生 年 金 な ど に 加 入 し て い る と き

国民年金の第３号被保険者です。
●第３号被保険者の認定を受けている
期間は、配偶者の加入する年金制度
全体で負担していましたので、国民
年金保険料の納付は不要でした。

国民年金の第２号被保険者です。
●厚生年金保険料や共済組合掛金とし
て給料から天引きされていましたの
で国民年金保険料は個別に納めてい
ませんでした。

厚生年金などをやめたら

国民年金の
第１号被保険者となります。

国民年金保険料は、自己納付です

●国民年金保険料額（平成１６年度の額）
○定額保険料　１カ月 １３,３００円

○付加保険料　１カ月 　 ４００円（希望するかた）

※付加保険料は、定額保険料にプラスして納めるもので、

受け取る年金額が増やせます。

�

�
あなたは

扶養され
ている
配偶者は

あなたも 配偶者も




